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昭和53年
口男

女

計

人 2,006人

2,064人

4,070人

⑲月
世帯数

1,101世帯

(53.8.31現在）

龍域主義＇重点の新塵構事禦
当町は、全国のトップをきって53年度指定→ -

（表 1)

農業構造改善事業の種類

. ·✓ ⑪也区再編農業構造改善事業

• 2 ~ 3集落の範囲を対象

•水田利用再編対策～実施期間中に30%~

•実施期間 3か年

・事業費補助事業

単独融資

ご）

3億円(1.5億円～4.5億円）

1億円

②農村地域農業構造改善事業

・旧町村単位を対象

兄り＼飩汽（、

•水田利用再編対策～実施期間中に25％目標～

•実施期間 原則として 5年間

・事業費 補助事業 10億円 (5億円～15f意円）

単独融資 4億円

'③広域農業構造改善事業

•市町村の区域を越えて実施

（大i州・喜多広域営農団地）

•実施期間 2か年

・事業費 補助事業 3億円 (1.5億円～4.5f意円）

～施設整備が主～

④特定地区農業構造改善事業

•国営あるいは大型県営事業を実施している地区

（大洲・喜多地区国営パイロット）

•実施期間 5か年

・事業費 補助事業 13億円(10億円～15億円）

単独融資 5億円

～大規模事業の上のせ事業として実施～

”
活
力
の
あ
る
農
村
地
域
社
会
II

づ
く
り
を
目
指
し
た
新
農
業

構
造
改
善
事
業
が
、
五
十
三
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

肱
川
町
で
は
、
全
国
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
こ
の
事
業
の
指
定
を

受
け
て
、
五
十
四
年
度
か
ら
事
業
に
と
り
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
上
意
下
達
的
な
画
一
方
式
を
改
め
、

”
地
域
主
義
を
打
出
し
た
い
わ
ば
、
私
た
ち
自
身
が
話
し
合
い
、

考
え
、
そ
れ
に
基
つ
い
て
事
業
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
新
し

い
試
み
の
事
業
で
す
。

す
で
に
、
部
落
内
で
は
、
部
落
長
、
推
進
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

協
議
が
す
す
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
月
は
、
こ
の
事

業
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

新
農
業
構
造
改
善
事
業
は
、

第
一
次
、
第
二
次
農
業
構
造
改

善
事
業
（
肱
針
品
一
次
s
4
3
1
s
4
5

棗第二次ば
‘
s
4
8

ー

S
5
2
に
か
け

M

匿
喜
の
成
果
と
反
省

に
立
っ
て
、
次
期
対
策
事
業
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
の
目
標
は
、
第
一

次
、
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事

業
が
、
規
模
が
大
き
く
、
生
産

性
の
高
い
農
業
経
営
の
育
成
を

目
的
に
し
た
の
に
対
し
、
「
活

力
あ
る
農
村
地
域
社
会
」
を
つ

く
り
出
す
こ
と
に
ね
ら
い
を
置

い
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
の
特
色
や

性
格
に
応
じ
て
事
業
を
展
開
す

る
と
い
う
”
地
域
主
義
Ii

が
事

業
全
体
に
貫
か
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
今
ま
で
の
よ
う

に
国
や
県
か
ら
の
押
し
つ
け
や

採
択
の
基
準
に
ピ
ッ
タ
リ
合
わ

せ
る
よ
う
な
事
業
は
さ
け
て
、

私
た
ち
地
域
に
住
む
者
が
、
自

分
で
考
え
、
話
し
合
っ
た
上
で

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
事
業
を

導
入
し
よ
う
と
す
る
言
わ
ば
”

ア
ナ
タ
が
主
役
＂
の
構
造
改
善

事
業
で
す
。

こ
う
し
た
地
域
の
自
主
性
を

尊
重
し
よ
う
と
い
う
観
点
に
立

っ
て
、

①
農
業
の
あ
す
の
担
い
手
を
育

て
る
。

②
農
用
地
の
利
用
管
理
を
も
っ

と
上
手
に
行
う
。

．

③
―
つ
の
作
目
で
な
く
、

目
標
は

II

ア
ナ
タ
が
主
役
II

，＇ 
¥,.-

い
ろ

五
年
間
に
一
四
億
円
の
事
業

農
村
地
域
構
造
改
善
を
実
施

古
材
利
用
や

出
歩
に
も
補
助
の
道

`
r
.
r
,
-
,
 

い
ろ
な
作
目
を
組
み
合
わ
せ

て
農
家
の
所
得
を
あ
げ
る
。

④
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
住

居
や
生
活
し
て
い
く
上
で
、

必
要
な
環
境
を
整
備
す
る
。

と
い
っ
た
、
人
と
土
地
と
地
域
を

重
視
し
た
総
合
的
な
事
業
で
す
。

今
ま
で
の
事
業
と
ち
が
っ
た

と
こ
ろ
は
、
先
に
も
の
べ
た
よ

う
に
農
業
者
の
英
知
、
地
域
の

自
主
的
な
創
意
が
発
揮
さ
れ
る

よ
う
、
①
新
た
に
調
整
予
備
粋
（
輩

棗
の
約
一
割
）
を
設
け
、
事
業
の
自

主
的
、
弾
力
的
な
実
施
を
図
る
。

②
古
材
利
用
、
増
改
築
、
賦

役
の
拡
大
な
ど
も
補
助
の
対
象

と
す
る
。

③
皆
ん
な
の
協
力
を
得
て
組

そ
れ
で
は
、
肱
川
町
で
は
ど

ん
な
事
業
が
あ
て
は
ま
る
で
し

ょ
う
か
。

今
一
番
良
い
と
思
わ
れ
る
事

業
は
農
村
地
域
構
造
改
善
事
業

ま
た
、
農
業
を
中
心
と
し
た

”
話
し
合
い
活
動
“
を
目
指
す

地
域
ぐ
る
み
の
運
動
を
広
く
展

開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の

目
標
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
こ

と
も
大
き
な
ね
ら
い
と
し
て
い

ま
す
。

織
的
な
推
進
活
動
を
行
う
。

な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
事
業
が
有
効
、
適
正
に

行
わ
れ
る
た
め
に
、
新
農
業
構

造
改
善
事
業
は
、

①
地
区
再
編
構
造
改
善
事
業

②
農
村
地
域
構
造
改
善
事
業

③
広
域
構
造
改
善
事
業

④
特
定
地
区
構
造
改
善
事
業

の
四
種
類
に
分
け
て
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（表
1
、
を
見
て
下
さ
い
。
）

で
す
。私
た
ち
の
町
の
よ
う
に
狭
い

地
域
で
は
、
全
町
を
対
象
と
し

て
―
つ
の
事
業
を
総
合
的
に
推

進
し
、
ま
ん
べ
ん
な
く
実
施
し

て
い
く
方
が
有
機
的
な
結
び
つ

き
が
で
き
て
得
策
で
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
”
農
村
地
域

構
造
改
善
事
業
“
の
指
定
を
受

け
て
、
皆
さ
ん
と
共
に
協
議
し
、

検
討
し
な
が
ら
実
施
し
た
い
考

,
＾
↓
し

え
で
す
。

「
農
村
地
域
構
造
改
善
事
業
」

は
、
だ
い
た
い
旧
町
村
程
度
（
肱

川町は全町対象）九
d

対
象
と
し
た
も
の

で
、
平
均
事
業
費
規
模
は
十
億

円。
他
に
融
資
単
独
四
億
円
を
予

定
し
て
お
り
、
期
間
は
五
年
間

ニ
ペ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く

• ・・

集
音
マ
イ
ク

〇
町
内
の
子
ど
も
会
を
活
発
に

す
る
た
め
に
、
小
学
五
年
ー
中

学
二
年
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
三

十
七
人
、
な
れ
な
い
手
つ
き
で

テ
ン
ト
設
営
、
ハ
ン
ゴ
ー
炊
飯
、

リ
ー
ダ
ー
の
大
切
さ
を
学
ん
で

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
へ
。

（
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
沿
ー
極
）

〇
お
ら
が
町
は
、
お
ら
が
手
で

き
れ
い
に
せ
に
ゃ
ー
と
、
地
区

そ
れ
ぞ
れ
に
河
川
の
清
掃
・
道

路
の
補
修
に
汗
を
流
す
、
皆
さ

ん
ご
苦
労
さ
ん
で
し
た
。

（
環
境
美
化
デ
ー
る
）

O
「
キ
オ
ッ
ケ
ー
」
「
マ
ワ
レ

ー
右
」
。
厳
正
な
規
律
の
保
持

と
迅
速
適
確
な
行
動
が
要
求
さ

れ
る
消
防
団
員
、
不
慮
の
災
難

に
備
え
て
、
炎
天
下
汗
だ
く
で

訓
練
実
施
。

今
や
、
人
と
車
は
、
社
会
生

活
或
は
活
動
か
ら
切
り
離
し
て

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の

媒
体
と
な
る
の
は
道
路
で
す
。

こ
の
大
切
な
道
路
の
路
面
、

環
境
の
良
否
は
、
車
の
安
全
運

行
は
も
と
よ
り
、
周
辺
生
活
に

も
影
響
し
、
条
件
整
備
は
是
非

必
要
で
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
整
備
員
の
配
置
、

グ
レ
ー
ダ
ー
の
運
行
に
よ
り
道

路
の
維
持
管
理
に
努
め
て
お
り

ま
す
が
、
広
大
な
道
路
網
と
な

っ
た
今
日
、
充
分
な
整
備
は
不

可
能
な
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
年
二
回
実
施
し
て

い
る
道
路
愛
護
デ
ー
は
、
町
道

の
す
み
ず
み
ま
で
の
整
備
に
大

き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

秋
の
道
路
愛
護
デ
ー
を
十
月

八
日
に
実
施
し
ま
す
。

お
忙
し
い
時
期
で
す
が
、
一
日

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

重
点
目
標

支
諒
竹
草
木
の
除
去

放
置
し
た
廃
車
の
徹
去

側
溝
、
路
面
の
整
備

十
月
の
目
標
は

ょ
す
こ
や
か
な
体
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
ク
で
す
。

さ
わ
や
か
な
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

に
な
り
ま
し
た
。

各
地
区
に
お
い
て
、
運
動
会

や
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
行
わ
れ
ま

す
。
各
種
行
事
、
グ
ル

ー
プ
や
サ

ー
ク
ル
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

秋
の
道
路
愛
護
デ
ー
十
月
八
日

（
消
防
団
幹
部
夏
期
訓
練
％
）

〇
あ
っ
た
わ
”
あ
っ
た
わ
”
~

な
ん
と
ニ
ト
ン
ダ
ン
プ
に
二
台
。

し
か
も
鳥
首
ー
ダ
ム
間
の
国
道

で
…
。
運
転
手
さ
ん
、
空
ヵ
ン

を
投
げ
捨
て
な
い
で
。
．

（
大
切
に
本
部
員
国
道
清
掃
％
）

0
子
ど
も
の
人
気
は
ス
リ
ラ
ー

館
、
大
人
も
一
日
歩
行
者
天
国

を
我
も
の
顔
で
ブ
ラ
リ
ブ
ラ
リ
、

初
の
試
み
の
鹿
野
川
湖
遊
覧
は

大
好
評
、
夜
は
花
火
の
祭
典
、

県
警
音
楽
隊
の
ド
リ
ル
演
奏
で

観
衆
を
魅
了
し
た
。

（
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
％
）

0
打
っ
た
。
入
っ
た
。
ホ
ー
ム

ラ
ン
は
四
本
。
お
と
な
顔
ま
け

の
第
十
回
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
。
熱
戦
の
末
、
勝
利
の
女

神
は
大
谷
A
チ
ー
ム
ヘ
。

（
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
8
/
2
0
)

｀ 
•疇
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と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
特
徴
は
、
地
区

に
農
業
を
総
合
的
に
振
興
し
て

い
こ
う
と
す
る
推
進
組
織
（
肱
川

町
の
場
合
は
捜
営
農
推
準
会
議
）
を
設
置
し
、

こ
れ
を
中
心
に
、
土
地
の
有
効

利
用
、
担
い
手
を
中
心
と
し
た

農
業
生
産
の
し
く
み
の
充
実
、

就
業
機
会
の
増
大
を
図
ろ
う
と

農
村
地
域
農
業
構
造
改
善
事

業
の
事
業
内
容
は
、
（
表

2
)
の

と
お
り
で
す
が
、
総
合
推
進
体

の
活
動
や
担
い
手
を
中
心
と
し

た
装
備
の
改
善
な
ど
を
内
容
と

し
て
、

①
構
造
改
善
推
進
事
業

②
集
団
農
区
総
合
整
備
な
ど
基

盤
整
備
を
中
心
と
し
た
土
地
基

盤
整
備
事
業
。

③
地
域
の
施
設
整
備
を
内
容
と

し
た
農
業
近
代
化
施
設
整
備
事

業
。
④
生
産
環
境
施
設
の
整
備
を
中

心
と
し
て
地
域
の
環
境
整
備
事

業。な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
、
地
域
の
実
情
に
即

し
て
構
造
改
善
を
は
か
る
上
で

必
要
で
あ
り
、
補
助
事
業
と
し

さ
あ
お
膳
立
て
は
で
き
ま
し

こ
。t
 あ
と
は
私
た
ち
皆
ん
な
が
考

え
、
話
し
合
い
、
実
行
す
る
と

ぎ
で
す
。

今
ま
で
は
、
国
の
施
策
一
っ

と

っ
て
み
て
も
地
域
に
合
わ
な

い
も
の
ば
か
り
で
、
受
益
者
、

あ
る
い
は
周
囲
の
人
た
ち
か
ら

不
平
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
上
か
ら
の
押
し
つ

事
業
内
容
は

地
域
に
合
っ
た
も
の
を

（表 2)

］
 

•

ノ

い

う

の

が

特

徴

で

す

。

欄

に

記

入

す

る

計

画

で

は

何

に

つ
ま
り
、
で
き
る
限
り
地
域
も
な
ら
な
い
。

内
で
農
業
を
中
心
と
し
た
生
き
そ
れ
は
、
ム
ラ
全
体
の
地
域

が
い
の
あ
る
、
一
年
を
通
じ
て
に
く
わ
し
い
指
導
者
か
自
分
た

農
業
の
仕
事
が
で
ぎ
る
よ
う
に
ち
で
や
ろ
う
と
す
る
意
欲
あ
る

地
域
を
第
一
に
し
た
農
業
生
産
農
民
の
方
言
丸
出
し
の
計
画
で

を
考
え
、
活
力
あ
る
農
村
地
域

社
会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
の
が

ね
ら
い
で
す
。

て
適
切
な
も
の
で
あ
れ
ば
特
認

事
業
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

（表
2
)
を
も
う
一
度
見
て
下
さ

見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
採
択
基

準
ぱ
、
大
ま
か
に
決
め
ら
れ
て

い
る
だ
け
で
具
体
的
な
取
り
決

む
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
い
う
こ
と
は
、
皆
さ
ん
が

自
由
に
選
択
で
き
、
や
り
た
い

／．

と
い
う
発
意
、
意
欲
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
極
端
な
事
業
を
除

い
て
そ
れ
は
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
新

旧
を
問
わ
ず
、
そ
れ
が
み
ん
な

の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
実
行
す

る
も
の
で
あ
り
、
有
効
、
適
正

な
も
の
で
あ
れ
ば
や
っ
て
見
な

さ
い
／
．
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

今
こ
そ
皆
ん
な
が

手
を
つ
な
い
で
実
行
す
る
と
き

けがあって思うように経営

基盤ができませんでした。

明治、大正、昭和を生き

た民俗学者でもあり、農政

学者でもある著名な柳田国

男は「時代卜農政」という

講演集の中でこう言ってい

ます。

「村是（ムラの振興計画）は、国や

県のお役人が、数字とソロ

バンを使ってきめられた空

事 業 種 目 事業主体
＼ 

事 業 内
六^  ロ 採 択 基 準

(1渕也域協議会活動事 町、農委、農協、
地域協議会、研修会の開催

業 農業者の組織する団体

〈I〉 へ， 
し (2)農業振興総合推進 事業推進会議の研修会開催、転作物の栽培調査、

構造改善
活動事業

同 上
各専門部会の活動、先進地調査、管理記帳手当

推進事業

(3)t協定等農用地有効
同 上

作付栽培協定推連会ー、議ト、

利用推進活動事業 研修会開催、先進地の調査 土地の評定、測量等、転作作物の栽培調査

市町村
（作付栽培協定と一体的に行う） ・受益面積 1事業区おおむね

(1澳団農区総合整備 土地改良区 -・ 
’~ ~ .,.. 

農用地造成、区画整理、かんがい排水、畑地かんがい 2ha以上とする。
事業 農協、公社

暗渠排水、農道 ・団体営級以下とする。
〈II〉 晨業者の組織する団体

土地基盤
市町村

整備事業 土地改良区 •同 上
(2)その他の土地基盤

農協、公社
かんがい排水、畑地かんがい、暗渠排水、農地防災、農道及び連絡農道、客土、深耕、

・農場建物用地整備事業は関係農家 3戸
整備事業

農業委員会
土壌改良、障害物除去、放牧地、交換分合、農場建物用地整備

以上、 1戸当り用地面積 1,OOOm'以内

牒業者の組織する団体

L 3) (1注産組織施設整備 市町村、農協、公社、
トラクター、防除機、収穫機、その他の農業機械、農機具格納庫、育苗施設、蓄舎、温室 受益戸数 3戸以上

事業 農業者の組織する団体
蚕飼育施設、定置配管施設、果樹棚および管理施設、かん水用施設、運搬施設、 ・適正なもの

〈III〉 特用林産物栽培施設、内水面漁業養殖施設等及びこれらの附帯施設。 •生産組織を単位として設置できる。

農業近代化施
家畜育成施設、畜産センター、稚蚕飼育施設、穀類等乾燥調整貯蔵施設

設整備事業
(2)地域施設整備事業 同 上

農蓄産物集出荷貯蔵施設、器畜産物処理加工施設、 ・規模は利用計画等から見て適切なもの

殷業基盤整備用機械、農地等機械管理センタ ー、農業機械修理センタ ー等及びこれらの附 ・受益範囲は、市町村区域内

帯施設

(1)生産環境施設整備
農業団地センター 農業廃棄物処理施設地力増進施設

O ‘̀ 同 上 多目的研修集会施設 農作業管理休養施設 農村情報連絡施設等及びこれらの附帯施設 同 上
事業

〈N〉 農業用資材保管施設 家畜ふん尿処理施設

地域環境
農業者トレーニングセンター 学童農園施設 地域休養施設 農産物直売施設

整備事業 (2)その他施設整備事
同 上

農業者健康管理施設 体験農園施設 植樹等景観整備施設 特産物加工施設
同 上

業 運動広場施設 老人福祉農園施設 青空市場施設 共同栗園施設

～附帯施設も含む～

〈V〉 ・経営的、技術的に斬新なもの。 ・構造改善を図る上で必要であり、補助事業として適切なもの。

特認事業 ・協定を締結し 、集団農区総合整備事業を実施する集落にあ っては、簡易給水施設、生活安全保護施設を補助対象とすることができる。

な
け
れ
ば
本
物
と
言
え
な
い
Lo

も
う
国
や
県
が
理
論
め
い
た

事
業
を
打
出
し
て
”
や
れ
ば
補

助
を
出
す
。
“
と
い
う
時
代
は
過

ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
町
は
、

私
た
ち
の
創
意
と
工
夫
と
努
力

で
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分
の
こ

と
と
し
て
受
け
止
め
、
課
題
を

追
い
、
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
ひ
と

つ
ひ
と
つ
活
路
を
見
出
す
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ヽ ≫ 

「
思
え
ば
、
出
る
／
．
」
は
ず

で
す
。が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

．

（
こ
の
記
事
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
下

下
さ
い
。
）

「
肺
ガ
ン
」

肺
ガ
ン
は
気
管
支
や
肺
胞
の

ど
の
部
分
に
も
発
生
し
ま
す
。

肺
は
全
身
の
血
液
を
集
め
、

こ
れ
に
酸
素
を
補
給
す
る
臓
器

で
す
か
ら
、
原
発
の
肺
ガ
ン
は

血
液
の
流
れ
に
の
っ
て
ほ
か
の

臓
器
に
転
移
し
や
す
い
と
い
え

ま
す
。
肺
ガ
ン
を
お
こ
す
原
因
と
し

て
は
、部

落
内
の
最
終
幹
線
路
と
し

て
、
山
村
振
興
特
別
対
策
事
業

に
よ
り
、
本
年
度
六
月
に
着
工

し
て
い
る
。

八
月
末
で
既
に
七

0
パ
ー
セ

ン
ト
が
出
来
上
り
、
十
月
末
に

完
了
の
見
込
み
。

上
森
山
部
落
の
道
路
網
整
備

は
、
着
手
は
遅
れ
た
が
、
昭
和

四
十
七
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

工事中の上森山農道

①
大
気
汚
染

②
粉
じ
ん
や
有
毒
ガ
ス
な
ど

の
多
い
特
殊
な
職
場
環
境

③
タ
バ
コ
の
吸
い
過
ぎ

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
．

こ
れ
ら
の
原
因
が
重
な
り
合
う

と
発
病
率
は
さ
ら
に
高
く
な
り

ま
す
。肺
ガ
ン
は

40
オ
以
上
に
多
く
、

性
別
に
み
る
と
男
が
女
の

3
l

4
倍
か
か
り
や
す
く
、
と
く
に

男
の

60
オ
以
上
の
死
亡
が
高
率

に
な
っ
て
い
ま
す
。

上
森
山
農
道

る
団
体
営
農
道
整
備
事
業
、
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
事
業
と
併
せ
て
、

本
事
業
に
よ
り
、
年
度
内
に
近

代
的
な
路
網
体
系
が
完
成
す
る
。

本
路
線
は
、
部
落
内
の
幹
線

と
同
時
に
、
広
域
的
な
部
落
間

主
要
連
絡
道
（
百
ケ
市

1
月
の

尾
線
）
の
中
枢
と
し
て
、
完
成

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

年
度
内
に
全
線
開
通

-
―
口
医
学
一
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位
に
入
賞
し
ま

し
た
。こ
の
入
賞
は

消
防
学
校
へ
二

度
の
入
校
、
七

月
か
ら
の
連
日

汗
を
流
し
た
練

成
の
賜
物
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

選
手
、
役
員

の
皆
さ
ん
、
又
、

そ
の
陰
で
支
援

援
護
制
度
の
活
用
で

中
高
年
令
者
雇
用
促
進
運
動

強
張
月
間

10イ
S
1
0
/
3
1

我
が
国
の
人
口
構
成
は
、
今

後
急
速
に
高
令
化
す
る
も
の
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
高
令
者
に
安
定
し
た

雇
用
の
場
を
確
保
し
、
ゆ
と
り

の
あ
る
充
実
し
た
職
業
生
活
を

営
み
得
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、

今
後
の
雇
用
対
策
上
最
大
の
課

題
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
種

々
の
援
護
制
度
を
活
用
し
て
、

中
高
年
令
者
の
再
就
職
を
援
護

し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
、
中
高
年
令
者
等
雇

用
促
進
特
別
措
蹴
法
が
改
正
さ

れ
、
事
業
主
は
一
定
の
割
合
以

上
五
五
才
以
上
の
高
令
者
を
雇

用
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

中
高
年
令
者
雇
用
に
関
す
る

援
後
制
度
に
は
、
次
の
も
の
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
活
用

S
当
町
消
防
団
第
四
分
団

S

消
防
団
員
の
消
防
操
法
技
術

の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、

も
っ
て
住
民
生
活
の
安
定
に
役

立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
主
催

の
第
十
一
回
愛
媛
県
消
防
操
法

大
洲
喜
多
地
区
大
会
（
八
月
二

十
四
日
）
に
お
い
て
、
当
町
消
防

団
第
四
分
団
（
宇
和
川
）
は
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
堂
々
第
三

さ
れ
た
団
員
の
皆
さ
ん
、
ご
苦

労
様
で
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
成
果
を
基
と

し
、
増
々
練
成
さ
れ
、
実
戦
に
、

訓
練
に
御
活
躍
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

尚
こ
の
成
果
は
、
来
る
十
月

十
日
町
民
運
動
会
に
お
い
て
披

露
さ
れ
る
予
定
で
す
。

消
防
操
法
第
三
位
に
入
賞

~
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4

0

 

成

核
結
予
防
週
間

9
/
2
i
9
/
3

中
高
年
者
に
多
い
結
核

行
政
相
談
週
間

1
0
/
1
5ー

1
0
/
2
1

あ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

し
て
中
高
年
令
者
の
雇
用
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

一
、
事
業
主
に
対
す
る
援
護
制

度
0

定
年
延
長
奨
励
金

0

高
年
令
者
雇
用
奨
励
金

〇
継
続
雇
用
奨
励
金

〇
職
場
適
応
訓
練
委
託
費

0

中
高
年
令
者
雇
用
開
発

給
付
金

二
、
中
高
年
令
求
職
者
を
対
象

行
政
管
理
庁
で
は
、
行
政
相

談
制
度
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん

の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
毎
年
、
行
政
相
談

週
間
を
設
け
、
全
国
一
斉
に
い

ろ
い
ろ
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。今
年
の
行
政
相
談
週
間
は
、

十
月
十
五
日
凹
か
ら
二
十
一
日

山
ま
で
で
す
。

当
町
に
お
い
て
は
、
毎
月
定

期
に
行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
、

役
所
や
公
社
に
対
す
る
み
な
さ

ん
か
ら
の
苦
情
や
要
望
な
ど
を

聴
き
、
そ
の
解
決
、
あ
っ
せ
ん

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

0
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え

な
い

0
不
親
切
な
扱
い
を
受
け
た

か
っ
て
死
因
の
ト
ッ
プ
を
続

け
、
国
民
病
と
し
て
恐
れ
ら
れ

て
い
た
結
核
の
死
亡
率
が
年
々

低
下
し
、
糖
尿
病
と
入
れ
替
わ

と
す
る
援
護
制
度

0

定
年
前
職
業
訓
練
（
職

業
訓
練
受
講
給
付
金
）

0

定
年
前
職
業
講
習
（
右

と
同
じ
）

〇
職
業
訓
練
（
訓
練
手
当
）

〇
常
用
就
職
支
度
金

援
護
制
度
な
ど
に
つ
い
て
は
、

大
洲
職
業
安
定
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
説
明
が
納
得
で
き
な
い

0
こ
う
し
て
ほ
し
い

0
ど
こ

へ
相
談
す
れ
ば
よ
い

か
わ
か
ら
な
い

な
ど
、
苦
情
、
要
望
等
の
あ
る

方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ

、TOし相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

定
期
行
政
相
談
所

日

時

毎

月

五

日

九
時
＼
十
六
時

場

所

肱

川

町

公

民

館

相

談

委

員

福

田

保

※
相
談
委
員
の
自
宅
（
電
話
ニ

五

0
八
）
で
は
、
い
つ
で
も
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

.--, ，， ． 

積

表

男 ： 子 女 子
種 目

順位 氏名（学校名） 順位 氏名（学校名）

25m 自由型 3 大野（中野小） 3 松尾（中野小）

50m ク 2 大野（中野小） 2 松尾（中野小）

100m ，， 3 曽根（中野小）

② 重松（中野小） ＠ 兵頭（中野小）

50m 平泳 2 萬願寺（正山小）
3 曽根（中野小） 3 園 （中野小）

100m ケ ＠ 重松（中野小） ① 萬願寺（正山小）

50m 背泳
① 河野（中野小）

2 中岡（正山小）

150m ＠ 中 野 小
① 中 野 小

正メドレーリレー 2 山 小

200m リレー ③ 中 野 小

〇＝大会新•町新記録 〇＝町新記録

れ
ば
死
亡
率
は
依
然
五
倍
か
ら

十
倍
以
上
と
ず
ば
ぬ
け
て
高
く
、

死
亡
者
数
は
交
通
事
故
の
犠
牲

者
に
も
匹
敵
す
る
数
に
上
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
新
し
く
結
核
に

か
か
る
人
は
、
中
高
年
層
に
多

郡
内
小
学
校
の
水
泳
教
室
は
、

八
月
十
一
日
に
五
十
崎
町
町
民

プ
ー
ル
に
十
八
校
二
百
余
名
の

児
童
が
集
い
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

っ
て
死
亡
原
因
の

11
位
に
な
り

ま
し
た
。

.
表

し
か
し
、
米
国
、
英
国
、
カ
ーロ

ナ
ダ
な
ど
西
欧
先
進
国
に
比
べ

特
に
中
野
小
学
校
の
児
童
の

活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
お
お
か

た
の
種
目
に
入
賞
し
ま
し
た
。

当
町
児
童
の
成
積
は
、
別
表

の
と
お
り
で
す
。

中野小児童
喜多郡小学校水泳教室

大活躍

く
、
な
が
く
検
診
を
受
け
て
な

い
人
か
ら
発
病
を
み
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
高
令
だ
、

か
ら
と
い
う
こ
と
な
く
、
年
一

回
は
必
ず
検
診
を
受
け
て
下
さ

ヽ
4
0

し

▲ / 

気勢をあげた肱川勢

選
挙
の
豆
知
識
②
「

う
れ
し
き
二
十
歳

場

所
修
了
試
験

受
講
料

そ
の
他 間

ア
マ
無
線
技
士
養
成
講
習
会

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
に
な

っ
て
、
空
で
仲
間
と
の
交
流
を

楽
し
み
た
い
と
い
う
人
が
、
こ

こ
数
年
の
間
に
急
激
に
増
え
、

そ
の
仲
間
は
老
若
男
女
を
問
わ

ず
、
町
内
に
も
四

0
名
余
り
の

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
が
お
ら

れ
ま
す
。

未
知
の
世
界
へ
の
あ
こ
が
れ
、

そ
れ
に
は
ま
ず
電
話
級
か
電
信

級
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
の

資
格
を
と
る
こ
と
で
す
。

資
格
取
得
に
は
二
つ
の
方
法

が
あ
り
、
そ
の
一
っ
は
郵
政
省

が
行

っ
て
い
る
国
家
試
験
に
合

格
す
る
こ
と
と
、
も
う
―
つ
は

「
日
本
ア
マ
無
線
連
盟
」
が
郵

政
省
認
可
の
も
と
に
行
っ
て
い

る
”
養
成
課
程
講
習
会
り
を
受

講
し
、
修
了
試
験
に
合
格
す
る

▽
消
費
者
は
王
様
、
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
選
挙
に
お
い

て
は
、
有
権
者
が
王
様
ー
つ
ま

り
、
主
権
者
で
す
。
あ
る
童
話

に
登
場
す
る
王
様
は
、
王
家
の

生
れ
で
す
。
ま
れ
に
平
民
か
ら

王
位
に
つ
い
た
人
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
よ
ほ
ど
の
幸
運
と
か

お
金
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
し
た
。

▽
あ
り
が
た
い
こ
と
と
い
う
よ

り
、
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
選

挙
法
上
の
王
様
に
つ
い
て
は
、

生
れ
や
貧
富
に
関
係
な
く

1

日
本
国
民
で

2

二
十
歳
以
上

で
あ
れ
ば
、
禁
治
産
者
や

一
定

の
処
刑
者
で
な
い
限
り
、
だ
れ

で
も
国
会
議
員
の
選
挙
権
が
あ

り
ま
す
。
県
知
事
、
町
長
、
県

町
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は

そ
の
ほ
か
に
、

三
カ
月
以
上
引

き
続
い
て
町
内
に
住
所
を
有
し

て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

▽
県
や
市
町
村
の
選
挙
に
は
国

こ
と
で
す
。

つ
い
て
は
、
こ
の
養
成
課
程

講
習
会
が
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

日

程

時

十
一
月
六
日

1
三

0
日
（
土
・
日
を

除
く
）

毎
回
午
後
六
時
三

0
分

1
九
時
三
〇

分肱
川
町
公
民
館

十
一
月
二
十
九
日

一
人

一
万
円

申
し
込
み
、
問
い

合
わ
せ
は
十
月
十

五
日
ま
で
に

”写

真
の
堀
”
へ
（
電

話
ニ
ニ

0
六
番
）

会
議
員
の
場
合
と
違

っ
て
住
所

要
件
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
な

ぜ
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
少
な

く
と
も
三
カ
月
以
上
そ
の
地
方

に
住
ん
で
い
る
者
に
そ
の
地
方

の
住
民
と
し
て
の
権
利
を
与
え

る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
、
と
い

う
考
え
に
基
つ
い
た
も
の
で
す
。

▽
ま
た
、
た
と
え
ば
大
洲
市
に

住
ん
で
い
た
人
が
、
肱
川
町
へ

転
住
し
た
よ
う
な
場
合
（
県
内

転
住
）
、
肱
川
町
へ
来
て
三
カ
月

に
な
ら
な
く
て
も
知
事
選
挙
や

県
議
会
議
員
選
挙
（
大
洲
市
選

挙
区
）
の
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

▽
二
十

歳

晴

れ

て

た

ば

こ

や
酒
が
の
め
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
に
選
挙
権
を
も
つ
こ

と
に
よ

っ
て

一
人
前
の
お
と
な

と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
す
。

新
有
権
者
と
い
う
言
葉
も
あ
り

ま
す
。
若
々
し
い
息
吹
き
を
政

治
に
ふ
き
か
け
る
た
め
に
も
貴

重
な
選
挙
権
を
ム
ダ
に
し
た
＜

な
い
も
の
で
す
。

J
ノ

,
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●
六
十
五
オ
を
過
ぎ
た
人
は

資格期間表

固
民
年
金
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
消
減
時
効
に
よ
り
納
め

ら
れ
な
く
な
っ
た
保
険
料
を
一

カ
月
四

0
0
0円
の
割
合
で
、

昭
和
五
十
五
年
六
月
三
十
日
ま

で
の
二
年
間
に
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
特
例
納
付
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
オ
か
ら
六
十
オ
ま
で
の

加
入
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
と
免
除
の
期
間
が

二
十
五
年
以
上
（
生
年
月
日
に

よ
っ
て
短
縮
）
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
ど
の
期
間
が
納
め
ら
れ
る
か

昭
和
五
十
三
年
三
月
以
前
の

国
民
年
金
の
強
制
加
入
期
間
の

う
ち
、
消
減
時
効
に
よ
っ
て
保

険
料
が
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
る
過
去
の
滞
納
期
間
で
す
、
。

今回の特例納付は、六十

五オをすぎている人も納め

ることができます。

．老齢年金を受けている人、

一他の制度の加入期間と合わ

生まれた日 其月間 生まれた日 其月摺1

大正 5年 4月 1日以前 10年 大正13年 4月 1日以前 18年

大正 6年 4月 1日ク 11年 大正14年 4月 1日 ，，，， 19年

大正 7年 4月 1日ク 12年 大正15年 4月 1日ク 20年

大正 8年 4月 1日ク 13年 昭和 2年 4月 1日ク 21年

大正 9年 4月 1日ク 14年 昭和 3年 4月 1日ク 22年

大正10年 4月 1日 ，，., 15年 昭和 4年 4月 1日ク 23年

大正11年 4月 1日ク 16年 昭和 5年 4月 1日ク 24年

大正12年 4月 1日ク 17年 昭和 5年 4月 2日以後 25年

●
年
金
を
受
け
る
に
は
、

「
不
足
期
間
は
特
例
納
付
で
」

せ
て
通
算
老
令
年
金
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
の
特

例
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
六
十
五
オ
を
す
ぎ
た

人
は
、
特
例
納
付
に
つ
い
て
、

注
意
す
べ
き
こ
と
が
多
い
た
め
、

役
場
の
年
金
係
ま
で
ご
相
談
下

さ
い
。国
民
年
金
法
が
発
足
し
た
当

時
三
十
一
歳
以
上
で
あ
っ
た
人

（
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
生

ま
れ
の
人
）
は
、
二
十
五
年
間

の
資
格
期
間
を
満
た
す
事
が
困

難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
表
の
よ
う
に
資
格
期
間
が

短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
十
歳
に
な
っ
て
月
数
が
不

足
な
ど
と
な
ら
な
い
様
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

児
童
が
心
身
と
も
に
す
こ
や
ら
れ
ま
し
た
。
（
所
得
割
額
の

か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
あ
る
受
給
者
は
据
置
）
。

昭
和
四
十
五
年
か
ら
児
童
手
当
そ
の
た
め
、
来
年
二
月
の
支

制
度
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
払
い
に
は
該
当
者
は
改
定
さ
れ

手
当
の
月
額
は
、
現
在
該
当
た
額
を
受
給
す
る
こ
と
に
な
り

児
童
一
人
に
つ
き
五
千
円
で
し
ま
す
。

た
が
、
こ
の
ほ
ど
児
童
手
当
法
又

‘
-
0月
期
児
童
手
当
の

の
改
正
に
よ
り
、
一

0
月
か
ら
、
支
払
い
は

‘
-
0月
一

0
日
ま
で

市
町
村
民
税
の
所
得
割
額
の
な
に
、
農
協
の
各
人
預
金
口
座
へ

い
受
給
者
は
、
六
千
円
と
改
め
振
込
予
定
で
す
。

ー

十
月
一
日
か
ら

十
月
一
日
は
「
法
の
日
」
で

す
。
法
律
は
私
た
ち
の
く
ら
し

の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
法
を

守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
秩

序
は
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
わ

が
国
に
お
け
る
現
状
を
み
る
と
、

赤
ち
ゃ
ん
殺
し
、
交
通
事
故
に

よ
る
死
傷
事
件
の
多
発
、
サ
ラ

金
問
題
に
起
因
す
る
一
家
心
中

事
件
等
の
人
命
軽
視
は
言
う
に

及
ば
ず
、
婦
人
や
老
人
の
虐
待
、

悪
臭
や
騒
音
に
よ
る
生
活
権
の

侵
害
、
同
和
問
題
に
よ
る
不
当

な
差
別
事
件
等
が
、
一
部
の
人

「法
の
日
」
週
間
1

々
に
よ
っ
て
、
憲
法
を
は
じ
め

諸
々
の
法
律
が
無
視
さ
れ
た
た

め
に
起
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
法
に

親
し
み
、
法
を
尊
重
し
、
お
互

い
の
権
利
を
守
る
こ
と
に
よ
っ

て
明
る
＜
住
み
よ
い
社
会
が
築

か
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
中
で
、
法
が
無

視
さ
れ
、
憲
法
の
保
障
す
る
基

本
的
人
権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
時
は
、

人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局
大
洲

支
局
へ
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
事
項

〇
隣
近
所
の
い
や
が
ら
せ
や

法
を
守
る
心
が
築
く
よ
い
社
会

児
童
手
当
法
の
改
正
で

十
月
か
ら
六
千
円

あ
な
だ
の
年
金
は

大
丈
夫
で
す
か

t-―
 

ei-
おしらせの

ページ

◇心配ごと相談◇

“お気軽に相談所へ”

◎相談時間

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

相談日 担当相談員

9月25日 山中、宮本

10月5日 都谷、蔵田、福田

10月15日 戒野、森本

10月25日 坂本、兵頭

◎相談員の自宅相談も受付ます。
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来
る
九
な
り
交
通
事
故
も
減
少
し
ま
す
。

月
二
十
一
交
通
事
故
は
悲
惨
で
す
。
あ

日
か
ら
三
な
た
も
交
通
安
全
を
考
え
ま
し

0
日

の

十

ょ

う

。

日
間
、
秋

の
全
国
交

通
安
全
運

動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

日
頃
か

ら
「
お
先

に
ど
う
ぞ
」

「
あ
り
が

と
う
」
の

気
持
ち
で

運
転
を
し

て
み
て
下

さ
い
。

・
「
あ
ぶ
な

か
っ
た
ぁ

ー
」
「
ヒ
ャ

ッ
と
し
た
」

等
は
な
く

～秋の全国交通安全運動実施～

.,..9 
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”
み
ん
な
で
幸
わ
せ
に
“
を
今
年
も
一

0
月
一
日
よ
り
部

テ
ー
マ
に
今
年
も
共
同
募
金
が
落
や
職
場
、
或
い
は
運
動
会
等

-
0月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
で
赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
お
願

昨
年
は
皆
さ
ん
の
暖
た
か
い
ご
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

協
力
を
得
て
、
町
内
で
二
九
九
、
ど
う
か
募
金
箱
を
お
見
か
け

0
六
二
円
の
募
金
が
あ
つ
ま
り
に
な
り
ま
し
た
際
は
、
自
分
も
こ

ま

し

た

。

の

運

動

に

参

加

し

”

み

ん

な

で

こ
れ
ら
の
募
金
は
県
募
金
会
幸
わ
せ
に
な
る
ん
だ
“
と
思
っ

を
通
じ
て
当
町
の
社
会
福
祉
協
て
、
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い

議
会
へ
配
分
さ
れ
、
ね
た
き
り
と
思
い
ま
す
。

老
人
や
、
親
を
失
っ
た
子
供
達
、
み
な
さ
ん
の
思
い
や
り
を
お

身
体
障
害
者
の
方
々
に
皆
さ
ん
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

か
ら
の
思
い
や
り
を
お
届
け
致

し
ま
し
た
。

肱
川
町
共
同
募
金
会

赤
い
羽
根
で

み
ん
な
が
し
あ
わ
せ
に

家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル

0
同
和
問
題
で
差
別
さ
れ
た

と
き

〇
借
地
、
借
家
の
も
め
ご
と

〇
離
婚
、
扶
養
、
相
続
、
交

通
事
故
、
金
銭
貸
借
、
そ

他
の
法
律
問
題
、
裁
判
を

税
金
シ
リ
ー
ズ
⑧

お
し
ら
せ

〇
母
親
学
級

と
き
十
月
十
一
日

十
三
時
1
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

〇
乳
児
健
康
相
談

と
き
十
月
十
三
日

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

，
 
ヽ
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．
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0
行
政
相
談

と

き

十

月

五

日

九
時
1
十
六
時

肱
川
町
公
民
館

と
こ
ろ

,o
無
料
登
記
相
談

と

き

十

月

二

日

十
時
1
十
五
時

肱
川
町
公
民
館

と
こ
ろ

し
た
い
が
金
が
な
い

0
土
地
、
建
物
（
売
買
、
贈

与
等
）
の
登
記
問
題

な
お
、
当
町
の
人
権
擁
護
委

，9

員
は
次
の
方
々
で
す
。

'

大

谷

都

谷

文

雄

さ

ん

中
居
谷
飛
野
虎
生
さ
ん

十
月
一
日
か
ら
十
月
八
日
迄

保
養
セ
ン
タ
ー
、
鹿
野
川
荘
、

小
薮
温
泉
に
於
て
、
左
記
の
と

お
り
「
温
泉
ま
つ
り
」
の
行
事

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

「
温
泉
ま
つ
り
」

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

皆
様
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お

出
か
け
下
さ
i

い。

ー
い
ろ
い
ろ
峙
輿
か

土
5
．
つ
｀
ネH
＇̀
｀
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青色申告を
はじめませんか
あなたは青色申告をしてなどの特典を受けることに

いますか。製造業、卸、小より、税金の節約にもなり

売業などを営んでいる方、ます。あなたも青色申告で

家や土地を貸付けている方事業の合理化、税金の節約

などの半数以上の方がすでを考えてみましょう。

に青色申告をしています。帳簿のつけ方や決算のし

まだの方は青色申告をして、かたなどについてわからな

ご自分の事業内容をもう一いとぎは、最寄りの税務署、

度確めてみましょう。税務相談室、商工会などに、

青色申告をするためには、お気軽にご相談ください。

帳簿をつける必要がありま

すが、あなたの記帳した帳

簿によって、経営の内容、

資金繰りなどがよく解り、

経営の合理化に役立ちますc

また、税金面でも、青色

申告控除、青色専従者給与

は←ー 青ノ＼ 後ー午 五十月日
後午 十月
日

i日 門i 時 時i>El 
時

塁めし 烏坂山 塁めし 鳥坂山 ［ 
行

事

名

鹿

保養セン 伊肱予川

4ヽ

里予 薮
場

/I I 

ィ
温
戸斤

荘 泉

f蒲

考

の
ヘ

． --
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